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　 1． 手術療法を施行した局所進行前立腺癌における
長期予後の検討
小丸　淳（千葉県がんセンター）
　【目的】手術療法を施行した局所進行前立腺癌症例の
長期予後に関して検討を行った。
　【対象と方法】千葉県がんセンターで，前立腺癌に対
し根治的前立腺全摘除術を施行し，病理学的にT3と診
断された348例を対象とした。
　【結果】患者年齢は67.4±5.6歳，観察期間の中央値は
47ケ月であった。死亡例は23例，うち 9例が癌死であっ
た。 5年，10年全生存率，疾患特異生存率は97.4％，
75.8％，99.2％，88.2％であった。
　【結語】手術治療は局所進行前立腺癌に対する癌集学
的治療の一つの選択肢として有効と考えられた。
　 2． 後天性性腺機能低下症に認められた進行性前立
腺癌の 1例
稲原昌彦（帝京大学ちば総合医療センター）
　症例は86歳男性。主訴は排尿遅延。75歳時，脳下垂
体腫瘍摘出術の既往あり。PSAは7.4ng/ml，前立腺は
触診上石様硬であった。前立腺生検にて低分化型腺癌
を認めた。骨シンチにてEOD1の骨転移あり。 2次性
性腺機能低下状態だったため，抗アンドロゲン剤単独
療法を施行したが，PSAは上昇を続け，抗アンドロゲ
ン剤交替療法にても改善無く受診後13ケ月で死亡した。
後天性性腺機能低下症に認められた前立腺癌は国内外
で初の報告だった。
　 3． PNLの複数回施行における臨床的因子の検討
矢野　仁（千大）
　【目的】経皮的腎砕石術（PNL）の複数回施行に関連
する臨床的因子について検討した。
　【対象と方法】2004－ 8年まで，当院及び，千葉市立
青葉病院において，初回PNLを施行した82腎に対し検
討を行なった。
　【結果】再PNLの施行を要したのは17.1％。PNL複数
回群は単回群に比べ有意に結石最大径が大きかった。
　【結語】術前に結石最大径を評価することでPNLの複
数回施行を予測できる可能性が示唆された。
　 4． 当院における腹腔鏡下副腎摘除術の検討
永田真樹（横浜労災）
　当院において施行した腹腔鏡下副腎摘除術272例の
臨床的検討を行った。男性120例，女性152例。患側は
右142例，左125例，両側 5例。原発性アルドステロン
症が157例，クッシング症候群34例，プレクッシング症
候群28例，褐色細胞腫18例，内分泌非活性腫瘍が27例，
その他が 8例であった。症例の蓄積と共に手術時間，
出血量，合併症発生および開放手術移行症例数は有意
に減少した。また肥満症例では非肥満症例と比較して
手術時間，出血量の有意な増加を認めた。
　 5． 腎海綿状血管腫の 1例
今村有佑（千大院）
　60歳女性。便潜血精査目的の造影CTにて右腎下極
に径 2㎝の腫瘍を指摘され，当科紹介受診。右腎腫瘍
cT1aN0M0の診断で鏡視下右腎部分切除術施行。病理
診断は腎海綿状血管腫であった。腎の海綿状血管腫を
術前に診断するのは困難な場合が多く，造影効果のあ
る充実性腫瘍を認めた場合，鑑別診断として腎の海綿
状血管腫も考慮に入れるべきであると思われた。
　 6． 尿膜管遺残膿瘍との鑑別を要した魚骨による膀
胱周囲膿瘍の 1例
五島悠介，遠藤　匠，高野　慎
矢野　仁，川村幸治，神谷直人
今本　敬，鈴木啓悦，市川智彦
（千大）
　症例は67歳女性，主訴は下腹部腫瘤，頻尿，排尿時痛，
残尿感。腹部CT上，尿膜管遺残膿瘍を疑われ当科紹介
受診となった。同診断のもと，膿瘍摘除＋膀胱部分切
除＋横行結腸部分切除術施行を施行。術中，膿瘍内に
長さ約 1㎝の魚骨様の異物を認め，成分分析結果は魚
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骨として矛盾しないものであった。魚骨の腸管穿孔に
伴う膀胱周囲潰瘍と考えられた。若干の文献的考察を
加えて報告する。
　 7． BCG膀胱内注入療法の臨床的検討
佐塚智和（千葉県がんセンター）
　BCG膀胱内注入療法により膀胱上皮内癌における近
接抗腫瘍効果は80.7％であった。非浸潤性膀胱癌症例の
全生存率は 3年で87％であり，疾患特異生存率は 3年
で98％であった。非再発生存率は 2年で69％であった。
非浸潤生存率は 5年で83％であった。再発の予測因子
として統計学的に年齢，直前のTUR以前の内視鏡治療
歴の有無を認めた。
　 8． 膀胱悪性リンパ腫の 1例
藤村正亮（済生会習志野）
　59歳女性。肉眼的血尿・腰背部痛を主訴にH21年 9
月18日当科初診。膀胱鏡・CTにて膀胱腫瘍の診断にて
9月28日入院。入院時尿細胞診にてクラスVの異型リ
ンパ球浸潤を認めた。10月 1日TURBT施行し，病理
組織学的検査より悪性リンパ腫の診断となり，当院血
液内科転科。10月15日よりR-EPOCH療法開始し，H22
年 1月現在PRで生存している。
　 9． 高度肥満症例の巨大膀胱腫瘍に対するTUR-Bt
の経験
仲村和芳（千大）
　症例は35歳男性，2009年10月 2日，肉眼的血尿，頻
尿を主訴に前医泌尿器科を受診。高度肥満のためCT画
像は減衰し不明瞭ながら膀胱腫瘍を疑った。MIRは機
械を通過できず撮影不可能であった。
　同年10月21日，止血も兼ねてTUR施行するも，会陰
部・大腿の脂肪が高度にせり出していたため，操作を
充分に行えず不完全な手術で終了せざるを得なかった。
術後も持続する血尿で数回の輸血を要した。血尿コン
トロール及び膀胱腫瘍の治療目的に同年10月27日当院
へ転院となった。
　身長175㎝，体重187㎏（BMI: 59.1）2009/11/20，TUR-
Bt施行
　【手術時間】 4時間10分，切除重量 : 120.5g
　【病理】sarcomatoid carcinoma
　病期診断が可能な体重まで（120㎏）減量するまでの
間，化学療法による制癌を期待しGEM＋CDDP（GC）
療法を開始。再度病期診断・治療方針検討となる。
　10． 当院における骨盤臓器脱の治療経験
細木　茂，横井聡始，野積和義　
宮崎兼考，松本精宏，井上　学　
永田真樹，山口邦雄（横浜労災）
　骨盤臓器脱に対するTVM手術は2002年にフランスの
医師グループにより開発され，本邦では2005年に初めて
行われた。当院では2008年に導入し，現在まで， 9例を
経験した。症例は，StageⅡ 2例，Ⅲ 5例，Ⅳ 2例，年
齢は66～80歳（平均72.8歳）であった。観察期間は 1～
12カ月であり，全例で再発を認めなかった。手術合併症
として，膣びらんによるメッシュ露出を 1例に認めた。
　11． 前立腺肥大症および前立腺癌における特異的遺
伝子のプロファイリング
遠藤　匠（千大）
　前立腺肥大症及び前立腺癌の分子生物学的機構につ
いては不明な点が多い。本検討ではアフィメトリクス
社のU133Plus2.0アレイを用いたマイクロアレイ解析に
より候補遺伝子を選別し，パスウェイ解析を追加施行。
各疾患に特異的に発現が変動している候補遺伝子を選
出することに成功した。今回我々が絞り込んだ遺伝子
はそれぞれの疾患の病態の理解を深めたりするのに役
立つと思われる。今後もさらなる検討が必要と考える。
　12． Talin is a novel mediator of prostate cancer 
cell migration, invasion and metastasis
坂本信一（千大）
　Talin1は，インテグリン依存的に，FAK（Y397），
AKT（Ser473）およびSRCを活性化し，Cell Migration，
Invasionの能力を促進した。ShRNAによるノックダウ
ンは，ヌードマウスにおける前立腺癌細胞の肺転移を優
位に抑制した（P＝0.028）。TRAMPマウスおよび，前
立腺癌患者標本前立腺癌において，癌の進行及び転移と
ともに発現上昇を認めた。
　13． 当院における小児手術
金　宇鎮（国保旭中央）
　【対象】2006年 8月～2009年12月に当院で手術施行し
た15歳未満の患児152人（男児147人，女児 5人）。
　【年齢】 8ケ月～14歳（中央値 2歳 8ケ月）。
　【内訳】停留精巣70例108精巣，陰嚢水腫・鼠径ヘル
ニア52例55精巣，精巣捻転 8例 8精巣，原発性VUR 7
例13尿管，水腎 5例 6 腎（UPJO 3例，UVJO 1例，尿
管瘤 1例），包茎11例，結石 2例。各々の術式，合併症
などにつき検討した。
